
謹啓　ご令息様がご逝去されましてから、早くも四十九日を迎えられ、ご遺族ご一同様の寂しさ、お察し申し上げます。

　貴地に一度お伺いして弔慰させていただきたいと存じながら、毎日の雑事に追われ、失礼をいたしております。

　つきましては、心ばかりのものでございますが、別送の品をご仏前にお供えくださいますようお願い申し上げます。

　略儀ながら忌中のお見舞いまで申し上げます。

敬　具

　　　二〇××年三月八日
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　営業部長　〇〇〇〇様

